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若
き
日
の
グ
リ
フ
イ
ス

福
井
在
住
中
に
お
け
る
グ
リ
フ
ィ
ス
の
行
動
は
、

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
が
福
井

行
き
を
決
意
す
る
ま
で
の
事
情
や
、
日
本
か
ら
帰
国

後
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
本
章
で
は
そ
の
二
点
に
関
し
て
二

人
の
留
学
生
に
係
わ
り
の
あ
る
範
囲
で
や
や
詳
し

t

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
(
巧
ロ

-ug巴
]
目
。
件
。
ユ
呂
田
)
は
、
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夫

八
四
三
年
九
月
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で

生
ま
れ
た
。
彼
の
父
は
石
炭
商
人
で
あ
っ
た
が
、
一

八
五
五
年
前
後
か
ら
商
売
が
ふ
る
わ
ず
、
経
済
的
に

窮
し
て
き
た
。
だ
が
そ
の
苦
し
い
家
計
の
中
で
グ
リ

ブ
ィ
ス
の
学
業
だ
け
は
続
け
き
せ
て
く
れ
た
の
で
、

彼
は
一
八
五
九
年
(
十
六
歳
)
高
等
学
校
を
卒
業
で

き
た
。
し
か
し
大
学
へ
進
学
す
る
だ
け
の
余
裕
は
な

く
、
彼
は
宝
石
会
社
に
就
職
し
て
働
い
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
信
仰
深
い
青
年
で
あ
っ
て
、
は
じ

め
は
プ
レ
ズ
ビ
テ
ア
ン
派
の
教
会
に
属
し
て
い
た
が
、

や
が
て
そ
こ
を
離
れ
て
一
八
六
三
年
、
二
十
歳
の
と

き
オ
ラ
ン
ダ
改
革
教
会
に
加
わ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
年
の
五
月
二
十
四
日
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、

彼
の
一
生
を
方
向
付
け
る
呼
ぴ
声
を
聞
い
た
。
こ
の

日
教
会
で
ラ
ト
ガ

l
ズ
・
カ
レ
ジ
の
学
長
へ
ン
リ

イ
・
カ
ン
ブ
ル
(
既
述
)
の
説
教
が
あ
り
、
そ
の
説

教
に
お
い
て
学
長
は
「
聖
職
に
付
け
、
ラ
ト
ガ

l
ズ・

カ
レ
ジ
に
入
学
し
て
勉
強
せ
よ
、
そ
し
て
い
つ
か
は

日
本
へ
行
け
」
と
グ
リ
フ
ィ
ス
に
訴
え
た
か
の
よ
う

に
彼
に
は
思
わ
れ
、
彼
は
強
く
感
動
し
た
。

こ
う
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
の
生
涯
の
方
針
は
き
ま
っ

た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
南
北
戦
争
の
さ
な
か
で
あ
っ

て
、
そ
の
年
の
六
月
彼
は
軍
に
招
集
さ
れ
た
。
し
か

し
幸
運
な
こ
と
に
は
、
戦
況
は
北
軍
に
有
利
に
進
展

し
て
、
彼
は
早
く
も
八
月
に
除
隊
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
彼
は
、
改
革
教
会
の
新
聞
の
編
集
者
に
な

り
、
か
た
わ
ら
家
庭
教
師
を
し
て
働
き
な
が
ら
、
カ
レ

ジ
入
学
の
た
め
の
試
験
勉
強
を
始
め
た
。
当
時
の
試

験
科
目
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
・
数
学
・
地
理

学
の
四
科
目
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
六
五
年
の
春

彼
は
入
試
に
合
格
し
て
、
一
八
六
九
年
ク
ラ
ス
の
一

員
と
な
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
卒

業
予
定
年
次
を
も
っ
て
ク
ラ
ス
名
と
す
る
の
で
あ
る
。

ラ
ト
ガ

l
ズ
・
カ
レ
ジ
は
、
神
学
と
古
典
学
と
を

主
た
る
科
目
と
し
て
い
る
学
校
で
あ
っ
た
が
、
前
に

述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
六
四
年
に
新
た
に
ラ
ト
ガ

l

ズ
科
学
学
校
を
設
け
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
も
と
も
と

聖
職
者
に
な
る
た
め
に
カ
レ
ジ
入
学
を
志
願
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
、
神
学
コ

l
ス
で
は
な
く
、

新
し
い
科
学
コ

l
ス
を
選
ん
だ
。
こ
れ
が
後
日
彼
を

福
井
に
招
く
遠
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。

じ
か
し
科
学
学
校
と
い
っ
て
も
、
今
日
の
大
学
の

理
学
部
と
は
異
な
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
数
学
・
天
文

学
・
化
学
・
物
理
学
・
植
物
学
・
ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ

シ
ア
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
へ
ブ
ラ
イ
語
・

歴
史
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
科
目
を
修
め
て
い
て
、
む
し
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ろ
旧
高
等
学
校
の
理
科
に
近
い
感
じ
で
あ
る
。

一
八
六
九
年
彼
は
カ
レ
ジ
を
卒
業
し
た
。
姉
と

い
っ
し
ょ
に
し
ば
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
し
て
後
、

再
ぴ
ニ
ュ
|
プ
ラ
ン
ジ
ツ
ク
市
に
一
戻
り
、
ラ
ト
ガ
|

ズ
神
学
校
に
入
学
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ト
ガ

l
ズ
・

グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
に
も
復
職
し
た
。

復
職
と
い
う
の
は
、
彼
は
カ
レ
ジ
の
学
生
で
あ
っ

た
と
き
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー

ル
で
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
を
教
え
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
今
度
は
古
典
語
で
は
な
く
、
英
語

と
自
然
科
学
な
ど
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
一
方
彼
は
近
く
の
い
く
つ
か
の
小
さ
い
町
で

宗
教
的
な
講
義
や
説
教
を
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
状

況
か
ら
推
測
す
る
に
、
こ
の
こ
ろ
グ
リ
フ
ィ
ス
は
自

分
の
人
生
の
進
路
に
つ
い
て
の
こ
つ
の
方
向
、
す
な

わ
ち
神
学
校
を
卒
業
し
て
聖
職
に
従
事
す
る
か
、
グ

ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
で
教
師
を
続
け
る
か
、
迷
っ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
か
ら
の
招
き

日
本
か
ら
の
招
き
が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
も
と
に
届
い

た
の
は
、
翌
一
八
七

O
年
(
明
治
三
年
)
九
月
初
め

で
、
彼
が
二
十
八
歳
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
年
の
夏

福
井
藩
は
長
崎
の
フ
ル
ベ
キ
(
既
述
)
に
科
学
の
先

生
を
紹
介
し
て
く
れ
る
よ
う
に
求
め
た
。

フ
ル
ベ
キ
は
こ
の
申
し
出
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

あ
る
改
革
教
会
の
国
外
伝
道
部
の
責
任
者
フ
ェ
リ
ス

(
既
述
)
に
知
ら
せ
た
。
フ
ェ
リ
ス
は
そ
れ
を
ラ
ト

ガ
l
ズ
・
カ
レ
ジ
の
友
人
に
話
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に

次
々
と
伝
え
ら
れ
て
、
最
後
に
ラ
ト
ガ

l
ズ
・
グ
ラ

マ
・
ス
ク
ー
ル
の
校
長
で
あ
る
ラ
イ
リ
イ
(
ロ
・
吋
-

HNa--巾
可
)
の
と
こ
ろ
へ
届
い
た
。

フ
ル
ベ
キ
が
フ
ェ
リ
ス
に
送
っ
た
手
紙
に
は
、
福

井
藩
が
求
め
て
い
る
の
は
化
学
と
物
理
学
と
の
教
師

で
、
年
俸
は
二
、
四

0
0
ド
ル
、
そ
れ
に
家
と
馬
が

貸
与
さ
れ
る
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
日
本
で
は
男
一
人

年
八

0
0ド
ル
で
暮
ら
せ
る
と
書
き
加
え
で
あ
っ
た
。

校
長
ラ
イ
リ
イ
は
そ
れ
を
グ
リ
フ
ィ
ス
に
伝
え
た
。

校
長
は
な
ぜ
グ
リ
フ
ィ
ス
を
候
補
者
に
選
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
グ
リ
フ
ィ
ス
は
科
学
コ
ー

ス
を
修
め
て
お
り
、
信
仰
も
厚
い
か
ら
、
推
薦
に
ふ

さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
ほ
か
に
も
う

一
つ
理
由
が
あ
っ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
に
は
扶
養
す
べ
き
父
親
と
弟
妹
が

あ
っ
た
の
で
、
彼
が
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
で
得
て
い

る
給
料
だ
け
で
は
充
分
で
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
こ

と
を
校
長
に
訴
え
て
い
た
。
だ
か
ら
校
長
は
彼
に
「
日

本
で
三
か
年
勤
め
て
お
れ
ば
、
六
、

0
0
0ド
ル
を

持
っ
て
帰
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
日
本
行
き
を
勧

め
た
の
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
こ
の
勧
め
に
大
い
に
心
を
動
か

さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
応
ず
る
に
は
重
大
な
障
害

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
に
は
エ
リ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ン

(巴
-B』
0

吉田
O
口
)
と
い
う
恋
人
が
あ
り
、
結
婚
の
約

束
ま
で
し
て
い
た
。
考
え
た
末
彼
は
日
本
行
き
を
断

念
し
て
、
彼
女
へ
の
愛
を
選
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
決
定
に
対
し
、
日
本
の
留
学
生
や

グ
リ
フ
ィ
ス
の
友
人
た
ち
が
、
す
ぐ
グ
リ
フ
ィ
ス
の

と
こ
ろ
へ
押
し
か
け
て
来
て
、
考
え
直
す
よ
う
に
説

い
た
。
そ
れ
で
彼
は
九
月
中
旬
の
あ
る
日
彼
女
と

会
っ
て
話
し
合
っ
た
。

両
人
の
会
談
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
結
論
と
し
て
は
「
二
人
の

問
に
は
夫
と
妻
に
な
る
見
込
み
は
な
い
」
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
行
き
を
決
意
し

た
。
カ
レ
ジ
の
学
長
を
は
じ
め
大
部
分
の
教
授
た
ち

は
彼
の
日
本
行
き
を
激
励
し
た
。

次
に
日
本
滞
在
中
の
こ
と
は
省
略
し
て
、
ア
メ
リ

カ
へ
帰
国
し
た
後
の
彼
の
動
向
に
つ
い
て
簡
単
に
述
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に
、
藩
の
武
士
の
子
弟
だ
け
の
学
校
で
あ
っ
て
、
一

般
人
の
子
弟
は
入
学
を
許
き
れ
な
か
っ
た
。
わ
ず
か

に
初
級
学
校
で
あ
る
外
塾
に
つ
い
て
の
み
「
社
寺
農

商
ノ
者
ト
錐
モ
入
塾
相
願
候
へ
ハ
吟
味
ノ
上
差
許
候

事」
i

と
学
校
規
条
に
定
め
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
時
世
の
進
展
に
と
も
な
い
、
一
八
七
一

年
(
明
治
四
年
)
二
月
に
学
校
規
条
を
さ
ら
に
改
正

し
て
、
規
条
の
冒
頭
に
「
今
般
校
制
従
前
ノ
体
裁
ヲ

変
メ
四
民
一
途
人
材
教
育
ノ
制
度
ニ
革
メ
条
」
と
う

た
い
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
年
初
め
て
社
寺

農
商
の
子
弟
に
も
明
新
館
入
学
の
道
が
聞
か
れ
た
。

そ
し
て
グ
リ
プ
ィ
ス
が
明
新
館
に
着
任
し
た
の
は
、

今

立

吐

酔

の

略

歴

ま

さ

に

こ

の

規

条

改

正

の

一

か

月

後

明

治

四

年

三

月

今
立
吐
酔
は
、
自
筆
の
履
歴
書
に
従
え
ば
、
一
八
で
あ
っ
た
。

五
六
年
(
安
政
三
年
)
三
月
三
日
越
前
に
生
ま
れ
た
。

父
は
今
立
乗
永
、
母
は
西
野
レ
ウ
で
あ
る
。
自
筆
の

履
歴
書
に
は
書
い
て
な
い
が
、
彼
の
家
は
鯖
江
市
松

成
町
満
願
寺
(
真
宗
本
願
寺
)
で
、
彼
は
そ
こ
の
五

男
で
あ
っ
た
。
福
井
藩
に
は
藩
校
明
道
館
が
あ
っ
た

が
、
維
新
後
一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)
十
二
月
に

校
名
を
明
新
館
と
改
め
、
課
程
も
近
代
的
に
改
編
し

て
、
外
塾
・
小
学
校
・
中
学
校
・
医
学
校
の
四
課
程

を
設
け
た
。
だ
が
こ
の
明
新
館
も
旧
明
道
館
と
同
様

べ
て
お
く
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
一
八
七
四
年
(
明
治
七

年
)
七
月
故
郷
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
帰
り
、
九
月

ご
ろ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
て
「
皇
国
」
(
ミ
カ
ド
ズ
・

エ
ン
パ
イ
ア
)
の
執
筆
に
専
念
し
た
。
「
皇
国
L

は
翌

一
八
七
五
年
十
月
に
出
版
さ
れ
た
。

「
皇
国
」
の
執
筆
を
終
え
る
や
、
彼
は
本
来
の
念

願
で
あ
る
聖
職
者
に
な
る
た
め
、
こ
の
年
の
秋
ユ
ニ

オ
ン
神
学
校
に
入
学
、
二
年
後
の
一
八
七
七
年
五
月

同
校
を
卒
業
し
て
、
改
革
教
会
の
牧
師
と
な
っ
た
。

以
後
彼
は
聖
職
者
と
し
て
の
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
日

本
研
究
者
と
し
て
活
動
し
た
。
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さ
ら
に
ま
た
、
今
立
吐
酔
が
明
新
館
の
中
学
校
課

程
に
入
学
し
た
の
も
、
同
じ
く
こ
の
年
明
治
四
年
の

春
、
十
五
歳
の
と
き
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
四
月

十
一
日
の
日
記
に
は
「
六
人
の
仏
僧
が
明
日
か
ら
わ

た
じ
の
ク
ラ
ス
に
入
る
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
六

人
の
僧
の
う
ち
一
人
が
吐
酔
で
あ
っ
た
ろ
う
。
吐

酔
は
美
少
年
で
あ
り
、
聡
明
で
あ
っ
た
の
で
、
グ
リ

フ
ィ
ス
の
お
気
に
入
り
と
な
り
、
明
治
四
年
九
月
外

人
教
師
用
の
新
し
い
洋
館
が
落
成
し
た
と
き
、
吐
酔

は
グ
リ
フ
イ
ス
の
そ
の
新
宅
に
同
居
さ
せ
て
も
ら
う

程
で
あ
っ
た
。
同
居
人
は
他
に
、
実
験
助
手
の
青
年

が
二
人
、
な
ん
ら
か
の
縁
故
が
あ
る
少
年
が
三
人

あ
っ
た
。

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
一
月
グ
リ
フ
ィ
ス
は

福
井
を
去
っ
て
上
京
し
た
。
そ
の
後
吐
酔
が
ど
う
し

て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
翌
明
治
六
年
四
月
に

は
彼
も
上
京
し
て
開
成
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。

開
成
学
校
は
後
に
東
京
大
学
に
発
展
す
る
前
身
校

の
一
つ
で
あ
る
。
政
府
は
明
治
六
年
四
月
に
東
京
の

第
一
番
中
学
を
昇
格
し
て
開
成
学
校
と
改
名
し
た
。

中
学
校
よ
り
程
度
の
高
い
専
門
学
校
と
す
る
た
め
で

あ
る
。つ

い
で
な
が
ら
付
言
す
れ
ば
、
東
京
の
大
学
南
校

の
外
人
教
師
の
教
頭
は
、
か
の
フ
ル
ベ
キ
(
既
述
)

で
あ
る
。
彼
は
福
井
の
明
新
館
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
を

引
き
抜
い
て
南
校
の
教
師
に
任
じ
た
。
そ
の
大
学
南

校
が
明
治
五
年
八
月
に
第
一
番
中
学
と
改
称
さ
れ
、

き
ら
に
翌
年
開
成
学
校
に
改
編
さ
れ
た
の
で
、
グ
リ

フ
ィ
ス
は
南
校
か
ら
引
き
続
き
第
一
番
中
学
を
経
て

開
成
学
校
の
教
師
に
な
っ
て
い
た
。

開
成
学
校
は
、
法
学
・
理
学
・
工
業
学
の
三
学
科

と
、
諸
芸
学
・
鉱
山
学
の
附
随
的
な
二
学
科
と
よ
り
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な
っ
て
い
た
。
五
学
科
と
も
本
科
と
予
科
と
が
あ
っ

た
。
本
科
は
専
門
学
校
程
度
の
授
業
を
行
な
い
、
予

科
は
本
科
へ
入
る
だ
け
の
学
力
が
な
い
学
生
の
た
め

の
予
備
校
で
あ
っ
た
。
開
校
当
初
に
は
本
科
入
学
生

は
鉱
山
学
科
に
あ
っ
た
だ
け
で
、
他
の
四
学
科
は
皆

予
科
生
だ
け
で
あ
っ
た
。

予
科
は
最
下
級
の
第
六
級
か
ら
最
上
級
の
第
一
級

ま
で
あ
り
、
半
年
に
一
級
ず
つ
昇
級
す
る
。
工
業
学

科
以
外
の
学
科
で
は
開
校
当
初
か
ら
予
科
の
上
級
に

入
学
す
る
者
が
い
た
が
、
工
業
学
科
だ
け
は
新
設
学

科
で
あ
っ
て
、
入
学
者
五
二
名
の
全
員
が
第
六
級
で

あ
っ
た
。

今
立
吐
酔
は
、
法
学
を
第
一
志
望
と
し
た
が
、
そ

れ
は
認
め
ら
れ
ず
、
工
業
学
予
科
第
六
級
に
入
学
を

許
可
さ
れ
た
。
十
七
歳
の
春
の
こ
と
で
あ
る
。

開
成
学
校
は
明
治
十
年
に
東
京
大
学
に
改
編
昇
格

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
吐
酔
が
そ
の
ま
ま
開
成
学
校

に
在
学
し
て
い
た
な
ら
ば
、
東
京
大
学
の
第
一
回
入

学
生
と
な
り
、
エ
リ
ー
ト
・
コ

l
ス
を
進
ん
で
い
た

で
あ
ろ
う
に
、
彼
は
自
ら
の
運
命
を
転
ず
る
よ
う
な

選
択
を
、
入
学
の
翌
年
行
っ
た
。

一
八
七
四
年
(
明
治
七
年
)
七
月
グ
リ
フ
ィ
ス
は

ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
。
そ
れ
を
機
会
に
吐
酔
も
ア

メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
留
学
は

グ
リ
フ
ィ
ス
が
す
す
め
た
の
か
、
吐
酔
の
方
か
ら
頼

ん
だ
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
二
人
の
聞
に
留

学
の
学
費
に
つ
い
て
契
約
が
結
ぼ
れ
て
い
て
、
こ
れ

が
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
吐
酔
は
グ
リ
フ
ィ
ス
よ
り
三
か
月
以
上

も
遅
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
家
は
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
の
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
彼
の
父
と

姉
妹
や
弟
を
住
ま
わ
せ
、
自
分
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

出
て
居
を
構
え
、
著
作
に
専
念
し
て
い
た
。
吐
酔
は

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
方
の
家
で
や
っ
か
い
に
な
っ

て
い
た
。

吐
酔
は
翌
一
八
七
五
年
(
明
治
八
年
)
九
月
に
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
の
タ

ウ
ン
(
吋

043巾
)
科
学
学
校
に
入
学
し
、
四
年
後
の
一

八
七
九
年
(
明
治
十
二
年
)
卒
業
し
て
、
理
学
士
の

称
号
を
得
て
い
る
。
化
学
専
攻
で
あ
っ
た
と
い
う
。

卒
業
後
彼
は
た
だ
ち
に
日
本
に
帰
り
、
そ
の
年
す

な
わ
ち
明
治
十
二
年
十
月
に
「
京
都
府
中
学
」
に
教

師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
中
学
は
従
来
か
ら

あ
っ
た
仮
中
学
三
校
を
統
合
し
て
、
こ
の
年
の
四
月

に
創
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
学
校
で
あ
っ
た
。

彼
は
主
と
し
て
化
学
を
担
当
し
て
い
た
。
彼
の
授

業
は
、
語
学
練
習
の
意
味
も
兼
ね
て
先
生
の
説
明
も

生
徒
の
質
問
も
す
べ
て
英
語
を
用
い
る
事
に
な
っ
て

し
た

一
八
八
二
年
(
明
治
十
五
年
)
五
月
彼
は
二
十
五

歳
の
若
き
で
京
都
府
中
学
校
の
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
学
校
で
は
明
治
十
二
年
の
開
校
以
来
校
長
の
職

は
空
席
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
吐
酔
が
第
一
代
の
校

長
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抜
て
き
は
、
彼
の
人
物
と

学
力
、
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
留
学
と
い
う
経
歴
が
高
く

評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
彼
の

容
貌
も
図
の
ご
と
く
実
に
り
っ
ぱ
で
あ
る
。

i

除
溜
京
都
府
中
学
は
、
明
治

弘
樹
舗
騨
髄
瞳
紘
錫
圏
園
十
七
年
一
月
「
京
都
府
立

臨
鞠
臨
臨
離
瞬
間
U
開
京
都
中
学
校
」
と
改
称
、

d
蹴
瞬
闘
闘
園
駅
錨

1
4掛
さ
ら
に
明
治
二
十
年
一
月

}

一

dg
に
京
都
府
下
の
三
中
学
を

併
合
し
て
「
京
都
府
尋
常
中
学
校
」
と
な
っ
た
。

当
時
の
京
都
府
当
局
は
、
大
阪
に
あ
る
第
三
高
等

中
学
校
(
い
わ
ゆ
る
三
高
)
を
京
都
に
誘
致
し
、
京

都
府
尋
常
中
学
校
を
第
三
高
等
中
学
校
の
予
科
に
吸

収
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

吐
酔
も
、
文
部
大
臣
森
有
礼
を
そ
の
官
邸
に
訪
ね
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た
り
し
て
、
三
高
の
京
都
誘
致
に
尽
力
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
一
八
八
七
年
(
明
治
二
十
年
)
七
月
彼
は
、

三
高
の
京
都
移
転
が
決
定
し
た
段
階
で
、
京
都
府
尋

常
中
学
校
に
お
け
る
彼
の
使
命
は
終
わ
っ
た
と
い
う

理
由
に
よ
り
、
校
長
を
辞
し
て
、
外
務
省
へ
出
向
し

た
。
秦
任
官
四
等
の
翻
訳
官
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
八
九
七
年
(
明
治
三
十
一
年
)
九
月
に
彼
自
身

が
書
い
た
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
七

1
八
九
年

は
外
務
省
書
記
、
一
八
八
九

1
九
三
年
は
北
京
で
公

使
館
書
記
、
一
八
九
五
年
(
明
治
二
十
八
年
)
は
日

清
戦
争
に
よ
り
遼
東
半
島
占
領
軍
司
令
官
の
も
と
で

文
官
と
し
て
勤
め
た
。

彼
は
こ
の
履
歴
書
の
末
尾
で
友
人
あ
て
に
「
写
真

を
同
封
し
た
。
君
は
法
廷
の
制
服
を
着
用
し
て
い
る

わ
た
し
の
姿
を
見
る
だ
ろ
う
」
と
書
き
加
え
て
い
る

か
ら
、
明
治
三
十
一
年
当
時
彼
は
裁
判
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
、
7
。

し
か
し
そ
の
後
の
彼
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
正
確

な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
一
警
に
彼
が
鹿
児
島
造
士

館
長
・
長
崎
高
等
商
業
学
校
長
を
勤
め
た
と
記
し
て

い
る
が
、
彼
が
こ
の
二
校
で
校
長
ま
た
は
教
授
と
し

て
在
任
し
た
事
実
は
全
く
な
い
。

彼
は
一
九
三
一
年
(
昭
和
六
年
)
五
月
東
京
板
橋

杉
原

二
人
の
留
学
生
と
グ
リ
フ
イ
ス

の
娘
婿
松
谷
家
で
永
眠
し
た
。
七
十
五
歳
で
あ
る
。

吐
酔
の
留
学
上
の
問
題
点

今
立
吐
酔
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
い
う
り
っ
ぱ
な
先

生
の
愛
顧
を
受
け
、
明
治
初
期
に
ア
メ
リ
カ
留
学
を

す
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
、
帰
国
後
は
若
く
し
て

府
立
中
学
校
の
校
長
に
登
用
さ
れ
、
出
世
コ

l
ス
を

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
突
然
初
志
を
翻
し
て
、
留
学
で
修
め
た
専
門
的
知

識
を
捨
て
去
り
、
通
常
の
役
人
生
活
に
転
じ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
彼
の
留
学
は
、
彼
の
人
生
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
が

問
題
で
あ
る
。

吐
酔
の
留
学
に
関
し
て
問
題
点
が
三
一
つ
あ
る
。
そ

の
第
一
は
や
は
り
学
費
で
あ
る
。
日
下
部
太
郎
が
官

費
留
学
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
吐
酔
は
グ
リ
フ
ィ
ス

の
私
費
に
よ
る
留
学
で
あ
る
か
ら
、
財
源
的
に
は
不

安
定
で
あ
っ
た
。

一
八
七
五
年
(
明
治
八
年
)
秋
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア

大
学
の
入
試
合
格
発
表
の
十
数
日
前
に
、
彼
は
故
郷

の
父
に
九
月
四
日
付
け
で
手
紙
を
出
し
、
グ
リ
フ
ィ

ス
に
対
す
る
不
信
と
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
吐
酔
に
学
費
援
助
の
打
ち

切
り
を
申
し
出
た
。
そ
の
理
由
は
、
グ
リ
フ
イ
ス
に

は
年
老
い
た
父
と
ま
だ
自
活
で
き
な
い
弟
妹
三
人
が

い
て
、
こ
の
四
人
を
扶
養
す
る
た
め
に
家
計
が
苦
し

く
、
こ
れ
以
上
吐
酔
の
め
ん
ど
う
は
見
て
や
れ
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
へ
来
る
と
き
の
契
約
で
は
、
吐
酔
の
学

費
を
グ
リ
フ
ィ
ス
が
支
給
す
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な

く
な
う
た
場
合
は
、
吐
酔
を
日
本
ま
で
送
り
返
す
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
グ
リ
フ
ィ

ス
側
か
ら
い
え
ば
、
今
そ
の
と
き
が
来
た
の
で
あ
る

か
ら
、
心
外
で
は
あ
る
が
、
日
本
へ
帰
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
に
と
ど
ま
っ
て
勉
学
を
続
け
た

い
の
な
ら
ば
、
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教

に
入
信
し
て
、
そ
の
布
教
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
う

な
ら
ば
、
教
会
関
係
者
か
ら
援
助
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
吐
酔
は
、
自
分
は
仏
教
徒
で
あ
り
、

弥
陀
の
本
願
に
帰
順
し
て
い
る
身
で
あ
る
の
で
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
か
ら
金
を
受
け
る
気
は
な
い
。
ま
し
て

学
費
欲
し
き
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
つ
と
め
る
な

ど
と
、
偽
り
の
約
束
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
、
グ
リ

フ
ィ
ス
の
提
案
を
断
わ
っ
た
。

吐
酔
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、

」

ー

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
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バ
イ
ト
を
し
、
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
も
多
少
の
補
助
を

受
け
て
生
計
を
繋
ぎ
、
後
日
西
本
願
寺
の
海
外
留
学

生
と
し
て
給
費
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
問
題
の
第
二
の
点
は
、
親
密
な
二
人
の
聞

に
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
原
因
は
何
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
双
方
の
理
解
不

足
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
グ
リ
フ
ィ
ス
側
の
誤
解
か
ら
述
べ
る
。
す
で

に
記
し
た
よ
う
に
、
吐
酔
は
一
八
七
一
年
(
明
治
四

年
)
四
月
に
十
五
歳
で
明
新
館
に
入
学
し
、
グ
リ
フ
ィ

ス
の
授
業
を
、
つ
け
て
い
た
。
吐
酔
は
僧
衣
を
着
て
登

校
し
て
い
た
こ
と
と
、
聡
明
な
美
少
年
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
注
意
を
引
い
た
。
彼
は

吐
酔
に
僧
衣
を
脱
い
で
グ
リ
フ
ィ
ス
の
家
に
同
居
す

る
よ
う
に
勧
め
た
。

説
得
の
効
果
が
あ
り
、
そ
の
年
の
十
月
十
三
日
の

日
記
に
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「
吐
酔
が
僧
職
を
や
め
て
、

わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と
書

い
て
い
る
。
そ
し
て
十
月
十
九
日
の
日
記
に
は
「
き
ょ

う
吐
酔
が
わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
た
め
に
来

と
あ
る
。

た」
グ
リ
フ
ィ
ス
は
吐
酔
が
同
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た

数
日
後
(
十
月
二
十
八
日
)
に
、
姉
に
手
紙
を
室
田
い

て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
吐
酔
は
わ
ず
か
十
五
歳
で
あ
る
が
、
目
立
っ
て

利
口
な
若
者
で
、
少
女
の
よ
う
に
や
さ
し
く
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
才
気
が
輝
き
、
容
姿
は
端
麗
で

あ
る
。彼

は
仏
僧
で
あ
っ
た
。
仏
僧
を
や
め
よ
と
い
う
わ

た
し
の
懇
請
に
対
し
、
長
い
間
拒
否
的
な
答
え
を
し

て
い
た
が
、
つ
い
に
彼
は
、
着
て
い
た
金
色
の
刺
繍

が
し
で
あ
る
輪
げ
さ
と
黒
染
め
の
衣
と
を
脱
ぎ
捨
て

て
、
今
は
仏
僧
で
あ
る
こ
と
を
廃
し
て
い
る
。
」

つ
ま
り
彼
は
、
一
人
の
若
い
仏
僧
を
改
宗
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
も
の
と
思
い
込
み
、
喜
ん
で
姉
に

報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
曜
日
の
朝
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
同
居
し
て
い
る
助

手
や
少
年
た
ち
と
と
も
に
聖
書
の
マ
タ
イ
伝
を
読
ん

で
い
た
。
そ
れ
も
英
語
の
聖
書
で
は
な
く
、
日
本
語

訳
の
聖
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
英
語
の
勉
強
の

た
め
で
は
な
く
、
純
粋
に
日
曜
日
の
朝
の
宗
教
的
な

勤
め
で
あ
っ
た
。

吐
酔
も
も
ち
ろ
ん
こ
の
朝
礼
に
参
加
し
て
い
た
。

だ
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
吐
酔
が
仏
教
を
捨
て
て
キ

リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
と
勘
違
い
し
た
の
は
当
然
で

あ
る
。
こ
こ
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
根
本
的
な
誤
解
が

あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
吐
酔
の
側
に
も
軽
率
で
無
知
な
点
が

あ
っ
た
。
彼
は
十
五
歳
の
少
年
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

は
い
え
、
当
時
は
ま
だ
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が

福
井
の
九
十
九
一
橋
の
た
も
と
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を

僧
職
で
あ
る
彼
が
知
ら
な
い
は
ず
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僧
服
を
脱
い
で
グ
リ

フ
ィ
ス
の
家
に
同
居
し
、
日
曜
ご
と
に
い
っ
し
ょ
に

聖
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、
少
年
だ
か
ら
と
い
っ

て
軽
く
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

後
日
、
自
分
は
「
弥
陀
の
本
願
に
帰
順
し
て
い
る
身

で
あ
る
L

か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
ら
な
い
と
宣
言

す
る
く
ら
い
な
ら
、
思
わ
せ
ぶ
り
な
言
行
を
も
っ
て

グ
リ
フ
ィ
ス
に
近
付
く
べ
き
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

吐
酔
が
、
学
費
の
確
実
な
保
証
が
な
い
ア
メ
リ
カ

留
学
に
応
じ
た
こ
と
に
も
、
か
な
り
の
軽
率
き
が
感

じ
ら
れ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
な
ぜ
学
費
の
完
全
な
保

証
を
し
な
い
の
か
、
彼
の
来
日
の
目
的
は
何
で
あ
っ

た
の
か
、
彼
が
吐
酔
を
ア
メ
リ
カ
へ
連
れ
て
行
こ
う

と
す
る
目
的
は
何
で
あ
る
か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
吐
酔
は
深
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
学
費
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
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日
本
に
い
る
聞
は
開
成
学
校
の
教
師
と
し
て
の
収
入
し
は
間
接
的
に
行
な
い
、
福
音
を
迎
え
る
用
意
を
そ

が
あ
っ
た
の
で
、
書
生
の
一
人
ぐ
ら
い
は
置
い
て
お
の
国
[
日
本
]
に
さ
せ
る
手
助
け
を
し
ま
す
。
」

け
た
。
し
か
し
グ
リ
フ
ィ
ス
の
意
図
で
は
、
ア
メ
リ
こ
の
決
意
を
読
む
と
、
先
に
引
用
し
た
日
下
部
太

カ
へ
帰
国
後
は
定
職
に
は
就
か
ず
、
彼
の
著
書
『
皇
郎
の
大
望
を
思
出
す
。
わ
れ
わ
れ
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の

国
』
の
執
筆
に
専
念
し
て
、
筆
一
本
で
の
暮
ら
し
を
晩
年
の
写
真
を
見
慣
れ
て
い
る
の
で
、
彼
に
対
し
て

す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
筆
料
と
講
演
料
だ
老
熟
し
た
紳
士
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
で
あ

け
で
は
吐
酔
の
留
学
費
を
負
担
す
る
に
十
分
な
収
入
る
が
、
彼
は
日
下
部
よ
り
二
歳
し
か
上
で
な
く
、
学

を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
園
で
は
一
学
年
だ
け
の
先
輩
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
だ

だ
か
ら
こ
そ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
吐
酔
を
日
本
に
か
ら
明
治
初
期
に
は
二
人
と
も
二
十
歳
代
の
若
者
で

送
り
返
す
と
い
う
条
件
付
き
の
契
約
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
。
だ
が
吐
酔
は
こ
の
契
約
条
件
の
重
要
な
意
味
両
人
と
も
青
年
の
純
真
さ
と
誠
実
さ
を
有
し
て
い

を
理
解
で
き
ず
、
こ
の
条
件
が
い
さ
発
効
と
な
っ
た
て
、
一
人
は
ア
メ
リ
カ
留
学
に
あ
た
り
経
国
の
大
望

と
き
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
逆
恨
み
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
を
宣
言
し
、
一
人
は
日
本
赴
任
に
の
ぞ
み
福
音
伝
道

次
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
日
の
目
的
は
、
彼
が
エ
リ
の
大
志
を
陳
述
し
て
い
る
。
し
か
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の

ン
と
の
結
婚
を
あ
き
ら
め
て
日
本
行
き
を
決
意
し
た
場
合
、
宗
教
的
使
命
の
み
を
強
調
し
て
い
て
、
福
井

と
き
、
姉
に
送
っ
た
一
八
七

O
年
(
明
治
七
年
)
九
藩
が
彼
に
課
し
て
い
た
任
務
、
す
な
わ
ち
藩
の
子
弟

月
二
十
六
日
付
け
の
手
紙
に
明
瞭
に
述
べ
て
あ
る
。
に
理
化
学
を
教
授
す
る
と
い
う
使
命
に
つ
い
て
は
片

「
わ
た
し
は
教
会
と
福
音
の
た
め
に
最
高
の
こ
と
言
も
触
れ
て
い
な
い
。

を
す
る
と
い
う
考
え
の
も
と
に
[
日
本
へ
]
行
き
ま
当
時
日
本
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
禁
制
で
あ
っ
た
か

す
。
わ
た
し
の
人
生
は
教
会
と
福
音
に
さ
さ
げ
ら
れ
ら
、
公
然
と
福
音
を
伝
道
す
る
ニ
と
は
許
さ
れ
な

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
そ
こ
に
神
の
お
召
し
を
感
じ
か
っ
た
。
そ
こ
で
グ
り
フ
ィ
ス
は
、
見
込
み
の
あ
る

ま
す
。
わ
た
し
の
人
生
の
も
っ
と
も
重
要
な
目
的
は
少
年
吐
酔
を
説
得
し
て
仏
教
の
僧
職
を
捨
て
き
せ
、

福
音
を
伝
導
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
わ
た
自
分
の
家
に
同
居
さ
せ
、
日
曜
日
ご
と
に
聖
書
の
講

杉
原

二
人
の
留
学
生
と
グ
リ
フ
ィ
ス

読
を
共
に
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、

非
公
式
な
伝
道
が
成
功
し
た
と
思
っ
た
の
は
当
然
で

あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
こ
の
改
宗
し
た
少

年
を
ア
メ
リ
カ
に
連
れ
て
行
き
、
教
会
関
係
者
か
ら

吐
酔
の
学
費
を
援
助
し
て
も
ら
い
、
一
人
前
の
信
徒

に
育
て
上
げ
て
日
本
へ
帰
ら
せ
よ
う
と
思
っ
た
の
で

あ
ろ
、
7
0

と
こ
ろ
が
そ
れ
は
彼
の
思
惑
違
い
で
あ
っ
て
、
吐

酔
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
こ
と
を
き
っ
ぱ
り
と
拒

絶
し
た
。
吐
酔
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
期
待
を
裏
切
っ
た

の
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
が
吐
酔
を
ア
メ
リ
カ
に
同
行
し
た
も

う
一
つ
の
目
的
は
、
『
皇
国
』
の
執
筆
に
あ
た
り
日
本

の
歴
史
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
助
言
を
吐
酔
か
ら
得

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
仲
が
不
和
に
な
っ

て
か
ら
も
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

吐
酔
の
留
学
に
関
す
る
第
三
の
問
題
点
は
、
彼
は

い
っ
た
い
何
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
専
攻
す
る
学
問
に
つ

い
て
確
固
た
る
勉
学
目
標
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
、
7
か。

彼
は
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
の
科
学
学
校
で
理
化
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尚
子
を
修
め
た
。
し
か
る
に
山
下
英
一
氏
に
よ
れ
ば
、

吐
酔
は
、
科
学
学
校
を
卒
業
し
た
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
行

き
、
有
名
な
仏
教
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
シ
エ
ラ
ー
の
も

と
で
南
伝
仏
教
を
学
ぶ
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
学
費

の
つ
ご
う
が
つ
か
ず
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

も
し
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
彼
の
学
問
的
関
心
は
科

学
学
校
在
学
中
か
ら
す
で
に
理
化
学
を
離
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

日
本
へ
帰
っ
て
後
の
彼
の
経
歴
は
、
先
に
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。
京
都
府
中
学
校
に
八
年
間
勤
め
て
い

た
が
、
突
然
校
長
の
職
を
辞
し
て
、
外
務
省
や
裁
判

所
の
書
記
に
転
じ
た
。
彼
が
大
学
で
修
め
た
専
門
的

知
識
と
は
係
わ
り
の
な
い
全
く
別
の
世
界
へ
進
ん
だ

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
彼
は
、
彼
が
い
っ
し
ょ
に
学
ん
だ
科
学
学

校
の
同
窓
生
と
も
、
こ
と
さ
ら
に
連
絡
を
断
っ
て
い

た
。
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
の
一
八
七
九
年
卒
業
生

は
、
一
八
九
九
年
に
卒
業
二

O
周
年
記
念
の
雑
誌
を

出
版
す
る
こ
と
に

L
て
、
吐
酔
に
も
近
況
を
知
ら
せ

る
よ
う
に
要
請
し
た
。
だ
が
彼
は
そ
れ
に
答
え
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
学
友
か
ら
重
ね
て
督
促
が
あ
っ
た
の
で
、

彼
は
簡
単
な
履
歴
書
を
書
い
て
現
況
を
知
ら
せ
る
と

と
も
に
、
「
昔
の
ク
ラ
ス
の
こ
と
に
す
っ
か
り
関
心
を

失
っ
て
い
る
理
由
を
こ
こ
で
述
べ
る
と
は
で
き
な

い
」
と
い
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
母
校
の
同
窓
生

と
も
自
ら
疎
遠
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
察
す
る
に
、
吐
酔
は
科
学
学

校
卒
業
後
、
学
校
で
専
攻
し
た
理
化
学
へ
の
興
味
を

な
く
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
共
に
学
ん
だ
同

窓
生
へ
の
関
心
ま
で
失
い
、
学
問
へ
も
学
友
へ
も
故

意
に
絶
縁
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
留
学
は

彼
の
人
生
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
有
意
義
で
あ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。
吐
酔
の
留
学
は
、
日
下
部
太
郎
と

は
異
な
っ
た
理
由
に
よ
り
、
や
は
り
失
敗
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。

、王
1

若
き
日
の
、
グ
リ
フ
ィ
ス
お
よ
び
日
本
か
ら
の

招
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
に
よ
る
。

〉
ロ
〉

B
R片
山
口
吋

g口
F
R
E
何
回
ユ
可
冨

o告

』
同
日
)
同
ロ
ぴ
同
開
門
凶
名
目
HA-一
一
月
・
∞
巾
白
ー
ロ
口
町
田
日
目
)

H
也
、
吋
由

エ
リ
ン
に
つ
い
て
は
グ
リ
フ
ィ
ス
自
身
の
、
一
八

七
O
年
九
月
二
十
六
日
の
手
紙
を
も
参
照
し
た
。

今
立
吐
酔
の
経
歴
に
つ
い
て
は
次
の
諸
資
料

2 

に
よ
る
。

(a)
吐
酔
の
手
紙
こ
八
九
八
年
九
月
十
七
日
)

彼
の
履
歴
が
書
い
て
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
文
庫
所
蔵

(
b
)
グ
リ
フ
ィ
ス
の
手
紙
お
よ
び
日
記
日
付
け

は
本
文
中
に
記
し
て
あ
る
。

(

C

)

『
京
一
中
洛
北
高
校
百
年
史
』
昭
和
四
十
九

年
こ
の
書
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
藤
井
譲
治
先
生

の
教
一
不
に
よ
る
。
吐
酔
の
写
真
は
こ
の
書
よ
り
転
載

(d)
山
下
英
一
氏
の
次
の
著
書
お
よ
び
論
文

『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会

昭
和
五
十
四
年

「
今
立
吐
酔
と
グ
リ
フ
ィ
ス
L

『
若
越
郷
土
研
究
』
三

四
の
二
平
成
元
年
三
月
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